
君臨

で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
。

　
と
く
に
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
総
司
令
官
は

依
然
女
王
に
直
属
し
て
内
閣
の
指
揮
下
に
な
く
」

（
七
〇
頁
）
と
い
う
軍
事
力
が
、
そ
の
後
の
帝
国

主
義
時
代
の
展
踊
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
再
編
成

さ
れ
る
の
か
は
興
昧
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
経
済
と
政
治
過
程
の
単
線
的
な
結
合

は
い
ま
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
一

九
世
紀
末
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
帝
圏
主

義
的
展
附
の
な
か
で
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
な
ど
シ

テ
ィ
の
金
融
資
本
家
が
国
内
政
治
、
対
外
政
策
の

面
で
果
し
た
賭
幕
的
役
割
を
も
っ
と
追
求
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
入
江

節
次
郎
氏
（
『
独
占
資
本
イ
ギ
リ
ス
人
の
道
』
）
な
ど

の
見
解
の
方
に
よ
り
魅
力
を
感
じ
る
が
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。

　
以
上
、
紹
介
と
い
う
よ
り
も
乱
暴
な
引
用
に
す

ぎ
な
か
っ
た
が
、
本
書
が
イ
ギ
リ
ス
史
専
門
家
の

み
に
で
は
な
く
、
筆
者
の
よ
う
な
専
門
外
の
多
く

の
人
々
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
し
て
筆
を
お

く
。（

B
6
判
二
八
五
頁
　
一
九
七
鰯
年
・
刊
岩
波
書
鷹
　
　
○
○
凹
）

　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
輝
将
・
京
都
大
学
大
学
院
学
生
）

会
　
告

○
　
佐
伯
蜜
理
事
長
の
御
退
任
に
と
も
な
い
、
五

月
十
五
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
互
選
の
結
果
、

今
津
晃
氏
が
新
理
事
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
薪
理
事
に
川
勝
義
雄
氏
、
薪
評
議
員
に
大
山
喬

平
、
応
地
利
開
、
間
野
英
二
の
王
氏
が
推
薦
さ
れ

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
佐
伯
富
氏
は
定
年
御
退
官
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
規
約
に
よ
り
顧
問
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

○
　
編
集
委
員
は
こ
れ
ま
で
六
人
目
方
に
お
願
い

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
編
集
業
務
が
繁
忙
を
極
め

て
い
ま
す
た
め
、
新
し
く
二
人
を
増
し
、
あ
わ
せ

て
八
人
で
編
集
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
の
編
集
委
員
は
つ
ぎ
の
方
々
で

す
。　

　
栄
原
永
遠
男
琉
（
国
史
学
）

尼芝重大藤
川川松谷井

護
治
氏

敏
夫
氏

伸
誉
詞

　
治
氏

創
二
氏

（
国
史
学
）

（
東
洋
史
学
）

（
西
南
ア
ジ
ア
史
学
）

（
西
洋
史
学
）

（
現
代
史
学
）

　
　
高
橋
　
誠
　
氏
（
地
理
学
）

　
　
岡
内
　
三
真
氏
（
考
古
学
）

○
　
日
本
歴
史
学
協
会
の
委
員
と
し
て
、
史
学
研

究
会
か
ら
岸
俊
男
琉
と
萩
原
淳
平
氏
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
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会

告

今
秋
行
な
わ
れ
る
第
十
回
日
本
学
術
会
議
選
挙
に
あ
た
り
、
史
学
研
究
会
は
つ
ぎ
の
方

を
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

日

比
野
丈
夫
（
地
方
区
）

史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び
総
会

　
左
記
の
ご
と
く
、
本
年
度
の
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

多
数
御
参
会
下
さ
い
。

　
日
　
時
　
十
一
月
二
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
場
　
所
　
京
都
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
市
電
・
市
．
ハ
ス
熊
野
神
社
前
下
車
西
入
）

　
　
公
開
講
演

　
　
股
代
の
社
会
と
宗
教
　
　
　
伊
藤
道
治
氏

　
　
鏡
と
剣
　
　
　
　
小
林
行
雄
氏

編
　
集
　
後
　
記

　
大
分
秋
め
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆

様
方
に
は
益
々
御
研
鑛
に
お
励
み
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
期
日
を
大
分
す
ご
し
て
五
七
巻
四
号
を
お

届
け
致
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
心
苦
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
編
集
委
員
一
同
「
史
林
」
の
定

期
刊
行
に
尽
力
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
寛
容

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
な
お
、
編

集
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
で
き
る
だ

け
編
集
に
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
を
企
画
致
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
会
員
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

御
感
想
・
御
意
児
な
ど
を
編
集
部
に
お
寄
せ
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

瓶
麓
籔
朋
二
語
翻
定
価
六
〇
〇
円

　
史
林
（
鯖
五
七
巻
第
四
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部

発
行
人
　
　
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
ム
笥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

　
　
　
　
理
事
長
　
今
　
　
津
　
　
　
晃

　
　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

印
刷
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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